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●
農
村
人
口
の
固
定
化

二
〇
一
四
年
三
月
に
ベ
ト
ナ
ム
の
国

家
主
席
で
あ
る
チ
ュ
オ
ン
・
タ
ン
・
サ

ン
（T

ruong T
an Sang

）
が
来
日
し
、

農
業
協
力
を
進
展
さ
せ
る
目
的
で
茨
城

県
を
訪
問
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

他
方
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
工
業
を
発

展
の
中
心
と
す
る
「
工
業
国
」
と
な
る

こ
と
が
目
標
と
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府

は
工
業
化
・
近
代
化
路
線
に
傾
注
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
工
業
化
に
よ
る
経
済

発
展
を
志
向
す
る
な
か
で
日
本
に
農
業

協
力
を
求
め
る
と
い
う
ベ
ト
ナ
ム
政
府

中
枢
の
態
度
は
、
未
だ
に
ベ
ト
ナ
ム
に

お
い
て
農
業
の
競
争
力
が
高
く
、
農
村

居
住
者
の
世
論
を
等
閑
視
で
き
な
い
背

景
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

実
際
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ

Ｏ
）
が
刊
行
し
た
資
料
に
よ
る
と
（
参

考
文
献
②
）
ベ
ト
ナ
ム
は
現
在
タ
イ
、

イ
ン
ド
に
次
ぎ
世
界
第
三
位
の
米
輸
出

国
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
コ
ー
ヒ
ー
、

コ
シ
ョ
ウ
、
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、
天
然

ゴ
ム
な
ど
多
く
の
農
作
物
に
お
い
て
も

屈
指
の
輸
出
国
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

工
業
化
・
近
代
化
路
線
が
進
め
ば
、
都

市
化
が
進
み
農
村
人
口
の
減
少
が
み
ら

れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
ベ
ト
ナ

ム
の
場
合
、
農
村
人
口
は
一
向

に
減
少
す
る
気
配
を
み
せ
て
い

な
い
（
図
１
）。

こ
の
よ
う
な
「
農
村
人
口
の

固
定
化
」
は
、
農
村
の
余
剰
労

働
力
、
工
業
労
働
力
の
確
保
と

い
う
観
点
か
ら
大
い
に
注
目
さ

れ
る
現
象
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
農
村
人
口
が
固

定
化
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
一
つ
の
要
因
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
の
が
、
都
市
部
に
お
け
る

生
活
コ
ス
ト
の
高
さ
で
あ
る
。

都
市
部
の
高
い
期
待
賃
金
を
も

と
め
て
農
村
部
か
ら
移
動
し
て

き
て
も
、
都
市
部
で
の
生
活
コ

ス
ト
を
下
回
る
賃
金
水
準
が
都
市
へ
の

移
動
の
魅
力
を
失
わ
せ
て
い
る
。

●
都
市
か
ら
農
村
へ
の
帰
還
移
動

農
村
人
口
の
固
定
化
は
、
農
村
の
余

剰
労
働
力
に
対
す
る
雇
用
問
題
を
生
じ

さ
せ
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
拍
車
を
か

け
て
い
る
の
が
、
都
市
か
ら
農
村
へ
の

帰
還
移
動
で
あ
る
。
実
際
、
二
〇
〇
九

年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か
け
て
は
農
村

か
ら
都
市
へ
の
流
入
が
減
少
す
る
一
方

で
、
都
市
か
ら
農
村
へ
の
流
入
が
増
加

し
て
い
る
（
図
２
）、ま
た
そ
の
要
因
が
、

都
市
部
で
の
生
活
コ
ス
ト
の
高
さ
で
あ

る
こ
と
を
示
す
報
道
も
多
い
。

で
は
生
活
コ
ス
ト
の
高
さ
が
帰
還
移

動
の
原
因
と
し
た
と
き
に
、
帰
還
移
動

を
促
す
ほ
ど
顕
著
な
生
活
コ
ス
ト
上

昇
の
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
考
え
ら
れ
う
る
要
因
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
の
は
、
近
年
の
高
い
物
価
上
昇

農
業
経
営
規
模
の
拡
大
と
雇
用

　

―
農
村
人
口
の
固
定
化
を
ど
う
捉
え
る
か
―
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ベトナム農業・農村の今日
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図 1　農村人口の固定化

（注）工業化率は名目 GDP に占める工業・建設業の付加価値の比率として算出されている。ま
た工業化率、農村人口とも 2013 年のデータは推計値である。
（出所）統計総局（Tong cuc thong ke）ホームページ（http://www.gso.gov.vn/, 2014 年 12 月 5
日閲覧）掲載のデータより筆者作成。

工業化率

農村人口

図 2　都市農村別流入率の推移

（注）流入率（都市）は総人口（年平均）に占める都市流入人口、流入率（農村）は総人口（年
平均）に占める農村流入人口として算出されている。また 2013 年のデータは推計値である。
（出所）図 1と同じ。

流入率（都市）

流入率（農村）
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で
あ
る
。
例
え
ば
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
全
体
的

に
消
費
者
物
価
指
数
は
上
昇
傾
向
に
あ

り
、
特
に
二
〇
〇
八
年
頃
か
ら
上
昇
の

程
度
は
顕
著
に
な
っ
て
い
る
（
参
考
文

献
④
）。
こ
う
し
た
物
価
上
昇
、
そ
れ

に
と
も
な
う
地
価
、
家
賃
の
高
騰
は
直

接
生
活
コ
ス
ト
上
昇
と
し
て
都
市
労
働

者
に
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
特
に

宅
地
面
積
の
狭
小
な
ハ
ノ
イ
で
は
家
賃

が
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
ハ
ノ
イ
に
移

動
し
た
労
働
者
の
困
窮
が
窺
わ
れ
る
。

●
農
業
経
営
規
模
の
拡
大
と
チ
ャ

ン
チ
ャ
イ

農
村
人
口
の
固
定
化
が
進
む
な
か
で

は
、
農
村
の
余
剰
労
働
力
を
農
村
内
で

い
か
に
吸
収
す
る
か
が
重
要
な
問
題
と

な
る
。
こ
う
し
た
農
村
余
剰
労
働
力
を

吸
収
す
る
主
体
と
し
て
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
の
は
以
下
の
二
つ
で
あ
ろ
う
。

ひ
と
つ
は
非
農
業
部
門
に
従
事
す
る
個

人
事
業
主
で
あ
り
、
坂
田
正
三
氏
は
こ

れ
を
「
個
人
基
礎
」
と
呼
ん
で
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
チ
ャ
ン
チ
ャ
イ（trang 

trai

）
と
よ
ば
れ
る
大
規
模
私
営
農
場

で
あ
る
。
前
者
は
、
主
に
北
部
で
み

ら
れ
る
工
芸
村
（lang nghe

）
と
い

う
特
定
の
農
村
工
業
品
生
産
に
特
化
し

た
村
で
の
経
営
主
体
の
例
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
後
者
は
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ

に
お
い
て
特
に
顕
著
に
み
ら
れ
、
市
場

志
向
的
な
大
規
模
農
業
経
営
を
営
ん
で

い
る
。
個
人
基
礎
に
つ
い
て
は
工
芸
村

発
展
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
北
部
に
関
す
る
議
論
が
多

く
、
農
村
の
雇
用
吸
収
モ
デ
ル
と
し
て

は
、
非
農
業
部
門
の
存
在
な
い
し
創
出

を
前
提
と
す
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
他
方
、
チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
は
農
業

部
門
の
経
営
主
体
で
あ
り
、
大
部
分
の

農
村
で
営
ま
れ
て
い
る
農
業
を
ベ
ー
ス

に
し
た
雇
用
吸
収
モ
デ
ル
を
提
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
の

競
争
力
あ
る
農
業
を
支
え
る
主
体
と
し

て
成
長
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
は
、
一
定
の
条
件
を

満
た
し
た
農
家
が
認
定
さ
れ
る
が
、
そ

の
条
件
は
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
改
訂

さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
数
は

条
件
改
訂
の
た
び
に
変
わ
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
一
年
に
は
、
六
万
一
〇
一
七
農

場
あ
っ
た
チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
が
、
二
〇
〇

六
年
に
は
一
一
万
三
六
九
九
農
場
、
そ

し
て
二
〇
一
一
年
に
は
二
万
二
八
農
場

と
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
は
こ
の

た
め
で
あ
る（
参
考
文
献
①
）。
し
か
し
、

認
定
条
件
が
変
わ
っ
て
も
チ
ャ
ン
チ
ャ

イ
が
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
に
お
い
て
集

中
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
変
わ
ら
ず
、

実
際
、
農
林
水
産
業
・
農
村
セ
ン
サ
ス

（T
ong dieu tra nong thon, nong 

nghiep va thuy san

）
に
よ
れ
ば
、

二
〇
〇
一
年
で
五
一
・
一
％
、
二
〇
〇

六
年
で
四
七
・
九
％
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
イ

が
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
に
集
中
し
て
い

る
。
二
〇
一
一
年
は
コ
ー
ヒ
ー
産
地
と

し
て
著
名
な
中
部
高
原
地
域
に
二
六
・

九
％
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
が
集
中
し
た
た

め
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
に
お
け
る
チ
ャ
ン

チ
ャ
イ
は
全
体
の
三
一
・
三
％
と
、
幾

分
集
中
度
が
緩
和
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で

も
チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
が
集
中
す
る
地
域
と

し
て
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ
と
い
う
特
性
は

変
わ
っ
て
い
な
い
（
参
考
文
献
①
の
表

２
よ
り
再
計
算
）。

耕
種
農
業
に
従
事
す
る
チ
ャ
ン
チ
ャ

イ
は
、
栽
培
面
積
が
一
定
以
上
で
あ
る

こ
と
が
条
件
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
単
年
生
作
物
栽
培
は
北
部
・
中

部
で
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
南
部
で
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
の
増
加
は
農
業
経
営
規

模
の
拡
大
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

実
際
、
チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
が
集
中
す
る
メ

コ
ン
デ
ル
タ
地
域
で
は
二
〇
〇
一
年
か

ら
二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
農
家
数
が
増
加
し
た
（
参
考

文
献
①
）。
二
〇
一
一
年
に
お
い
て
も
、

稲
作
の
経
営
規
模
で
は
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
層
の
シ
ェ
ア
が
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ

地
域
に
お
い
て
一
三
・
四
四
％
と
最
も

大
き
い
（
参
考
文
献
③
）。
た
だ
し
チ
ャ

ン
チ
ャ
イ
の
発
展
は
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地

域
以
外
で
も
進
展
し
つ
つ
あ
り
、
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
層
で
見
て
み
れ
ば
、
耕

作
面
積
が
狭
小
な
紅
河
デ
ル
タ
地
域
を

除
き
、そ
の
数
は
増
加
し
た
。
す
な
わ
ち
、

大
規
模
農
業
経
営
の
進
展
は
、
チ
ャ
ン

チ
ャ
イ
の
発
展
が
進
む
中
部
高
原
地
域

な
ど
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
以
外
に
も

広
ま
る
ベ
ト
ナ
ム
農
業
の
近
年
の
特
徴

と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

●
農
村
に
お
け
る
雇
用
吸
収
と

チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
の
発
展

チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
に
代
表
さ
れ
る
大
規

模
農
業
経
営
も
ま
た
、
農
村
の
雇
用
労

働
力
を
吸
収
す
る
こ
と
で
発
展
し
て
き

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
す
な

わ
ち
近
年
土
地
な
し
層
が
増
加
す
る
こ

と
に
よ
り
、
彼
ら
が
農
業
労
働
者
と
し

て
、
チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
に
雇
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
参
考
文
献

①
）。
よ
り
具
体
的
に
は
、
土
地
な
し

層
が
農
村
労
働
市
場
の
発
展
を
促
し
、

そ
れ
を
チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
に
代
表
さ
れ
る

大
規
模
経
営
農
家
が
雇
用
し
、
大
規
模

営
農
と
規
模
の
拡
大
を
支
え
る
と
い
う

構
図
が
浮
か
び
上
が
る
。

で
は
な
ぜ
土
地
な
し
層
が
増
加
す
る

に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由

と
し
て
一
九
九
三
年
の
土
地
法
以
降
、

土
地
利
用
権
の
流
動
化
が
進
展
し
た
こ
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と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
同
法
に
よ
り
土
地
利
用
権
の

交
換
、
譲
渡
、
貸
借
、
相
続
、
担
保
化

が
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
の
改
正
土
地

法
で
は
商
品
化
（
市
場
取
引
化
）
が
認

め
ら
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
農
業
の
競

争
力
を
維
持
で
き
な
い
農
家
が
土
地
無

し
層
と
な
り
、
競
争
力
の
あ
る
大
規
模

経
営
農
家
へ
の
土
地
集
積
が
進
展
す
る

と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
な
側
面
か
ら
農
家
の
階
層
分
化
が
進

み
、
土
地
な
し
層
が
現
出
す
る
こ
と
を

負
の
現
象
と
し
て
捉
え
て
き
た
が
、
最

近
の
研
究
に
は
、
こ
う
し
た
見
方
に

異
議
を
唱
え
る
も
の
も
あ
る
。
例
え

ば
、
土
地
な
し
層
は
農
村
労
働
市
場
の

発
展
の
原
動
力
と
な
り
、
能
力
に
見
合

っ
た
新
し
い
雇
用
機
会
を
得
て
、
高

い
賃
金
を
得
て
い
る
こ
と
が
世
界
銀

行
（
現
在
は
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
教

授
）
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ラ
ヴ
ァ
リ
オ
ン

（Ravallion, M
artin

）
ら
に
よ
っ
て

実
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
雇
用
機
会
の
ひ
と
つ
が
、
ま
さ
し
く

チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
に
代
表
さ
れ
る
大
規
模

農
業
経
営
な
の
で
あ
る
。

土
地
集
積
機
会
さ
え
整
え
ば
、
農
業

経
営
規
模
の
拡
大
は
こ
う
し
た
雇
用
労

働
の
利
用
に
よ
り
さ
ら
に
進
展
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
農
村
余

剰
労
働
力
の
吸
収
主
体
と
し
て
大
き
な

期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

事
実
二
〇
一
一
年
の
農
林
水
産
業
・
農

村
セ
ン
サ
ス
を
利
用
し
て
チ
ャ
ン
チ
ャ

イ
の
労
働
係
数
（
農
場
あ
た
り
労
働
者

数
／
農
場
あ
た
り
総
産
出
額
）
を
計
算

し
て
み
る
と
、
大
規
模
経
営
を
行
う
チ

ャ
ン
チ
ャ
イ
ほ
ど
労
働
係
数
が
高
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。

大
規
模
農
業
経
営
の
雇
用
吸
収
力
の
高

さ
が
窺
い
知
れ
よ
う
。

●
大
規
模
農
業
経
営
の
問
題
点
と

農
村
労
働
市
場

し
か
し
、
大
規
模
な
土
地
と
労
働
が

確
保
さ
れ
て
も
農
業
経
営
規
模
の
拡
大

が
進
展
す
る
に
は
克
服
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
も
多
い
。
そ
の
な
か
で
最

も
大
き
い
問
題
の
ひ
と
つ
が
雇
用
労
働

監
視
問
題
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
農

家
に
よ
る
農
業
経
営
規
模
の
拡
大
に
は
、

家
族
労
働
の
限
界
が
あ
る
た
め
、
そ
れ

を
補
う
た
め
に
雇
用
労
働
に
依
存
す
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
的
に
定

額
賃
金
契
約
で
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
は
、

自
ら
の
労
働
投
入
を
増
や
し
農
産
物
の

生
産
量
を
増
加
さ
せ
て
も
、
一
定
の
賃

金
を
得
る
の
み
な
の
で
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ

ー
ド
を
起
こ
し
や
す
い
。
ゆ
え
に
雇
用

主
の
大
規
模
農
家
は
、
労
働
監
視
費
用

が
大
き
く
な
る
こ
と
で
労
働
集
約
的
な

農
業
が
で
き
な
く
な
り
、
大
規
模
営
農

に
支
障
が
で
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
雇
用
労
働
に
も
大
き
く
分

け
て
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
ひ
と

つ
は
季
節
労
働
者
な
ど
農
作
業
の
繁

忙
期
に
弾
力
的
に
雇
用
さ
れ
る
臨
時

雇
（casual labour ; lao dong thue 
m
uon thoi vu

）
で
あ
り
、
も
う
ひ
と

つ
は
年
間
を
通
し
て
雇
用
さ
れ
る
長

期
契
約
労
働
者
の
常
雇
（perm

anent 
labour ; lao dong thue m

uon 
thuong xuyen

）
で
あ
る
。
通
常
雇

用
労
働
監
視
問
題
が
生
じ
や
す
い
の
は

前
者
の
臨
時
雇
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

常
雇
は
雇
用
さ
れ
る
農
家
と
の
信
頼
関

係
に
基
づ
く
長
期
契
約
が
行
わ
れ
る
た

め
、
雇
用
労
働
監
視
問
題
の
存
在
し
な

い
家
族
労
働
の
代
替
労
働
と
し
て
利
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
実
際
、
家
族
労

働
力
の
比
率
が
高
く
な
れ
ば
常
雇
の
利

用
比
率
が
低
く
な
り
、
前
者
が
低
く
な

れ
ば
後
者
が
高
く
な
る
と
い
う
明
確
な

代
替
関
係
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（
参
考

文
献
①
）。
さ
ら
に
、
雇
用
主
は
、
農

作
業
の
う
ち
比
較
的
監
視
し
や
す
い

も
の
に
臨
時
雇
（
例
え
ば
除
草
な
ど
）、

重
要
な
作
業
で
監
視
が
し
に
く
い
も
の

（
例
え
ば
灌
漑
な
ど
）
に
は
家
族
労
働

や
常
雇
を
充
当
す
る
こ
と
が
多
い
。

ゆ
え
に
雇
用
労
働
監
視
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
常
雇
を
雇
用
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
が
、
信
頼
に
基
づ
く
長
期

契
約
労
働
者
で
あ
る
常
雇
を
十
分
に
雇

用
す
る
こ
と
は
、
臨
時
雇
に
比
べ
容
易

で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
に
コ
ス
ト
が
か

か
る
。
し
た
が
っ
て
次
に
述
べ
る
方
法

が
、
雇
用
労
働
監
視
問
題
を
克
服
す
る

重
要
な
手
段
と
な
っ
て
く
る
。

●
農
業
機
械
化
と
経
営
規
模
の
拡
大

大
規
模
農
業
経
営
の
雇
用
労
働
監
視

問
題
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
重
要
な

手
段
と
な
る
の
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

の
農
業
機
械
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
相
対
的
に
不
足
す
る
家
族
労

働
の
制
約
を
緩
和
し
、
労
働
監
視
に
資

源
を
振
り
分
け
て
、
そ
の
能
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
す
る
。

例
え
ば
、
実
際
に
チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
が

多
い
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
で
は
早
く
か

ら
農
業
機
械
化
が
進
展
し
て
き
た
（
参

考
文
献
①
よ
り
二
〇
〇
六
年
に
お
け
る

一
〇
〇
農
家
当
た
り
三
五
馬
力
超
の
大

型
ト
ラ
ク
タ
ー
普
及
台
数
は
ベ
ト
ナ
ム

全
体
で
〇
・
一
七
台
に
対
し
、
メ
コ
ン

デ
ル
タ
地
域
で
は
〇
・
三
五
台
で
あ

る
）
ベ
ト
ナ
ム
で
は
一
九
八
八
年
の
一

〇
号
政
治
局
決
議
以
降
、
農
業
機
械
の

農
家
所
有
が
認
め
ら
れ
た
が
、
農
業
機

械
化
の
調
査
の
た
め
二
〇
〇
二
年
九
月

に
筆
者
が
メ
コ
ン
デ
ル
タ
中
央
部
の
カ

ン
ト
ー
省
（
現
在
は
カ
ン
ト
ー
中
央
直
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轄
市
と
ハ
ウ
ザ
ン
省
に
分
離
）
を
訪

れ
、
ク
ー
ロ
ン
デ
ル
タ
稲
作
研
究
所

（Cuu Long D
elta Rice Research 

Institute 

：
Ｃ
Ｌ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
）
等
で
研
究

者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
視
察
を
行
っ
た

際
に
は
、
既
に
ア
ン
ザ
ン
省
な
ど
で
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
付
の
賃
耕
や
ト
ラ
ク
タ
ー

の
普
及
が
進
ん
で
い
た
。
現
在
は
ベ
ト

ナ
ム
産
の
農
業
機
械
も
多
く
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
当
時
は
ま
だ
農
業
機
械
普

及
が
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
、
中
国
メ

ー
カ
ー
の
新
品
や
日
本
メ
ー
カ
ー
（
井

関
農
機
、
ヤ
ン
マ
ー
、
ク
ボ
タ
な
ど
）

の
旧
型
の
中
古
品
が
利
用
さ
れ
て
い

た
（
写
真
）。
中
国
メ
ー
カ
ー
の
新
品

は
価
格
面
か
ら
、
日
本
メ
ー
カ
ー
の
中

古
品
は
中
国
メ
ー
カ
ー
の
新
品
よ
り
も

価
格
が
高
い
も
の
の
品
質
面
で
優
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
需
要
が
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
一
〇
年
以
上
経
っ
た
現

在
も
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
を
中
心
に
全

国
的
に
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
農
業
機
械
は

普
及
し
て
お
り
、
し
か
も
大
型
ト
ラ
ク

タ
ー
で
み
る
限
り
、
そ
の
普
及
は
雇
用

労
働
の
利
用
を
促
進
し
て
い
る
こ
と
か

ら
労
働
監
視
問
題
に
効
果
を
あ
げ
て
い

る
（
参
考
文
献
①
）。

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
機
械

は
省
力
技
術
で
あ
る
の
で
、
雇
用
労
働

の
利
用
を
促
進
す
る
の
は
一
見
す
る
と

奇
異
に
思
え
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
稲

作
な
ど
で
は
高
収
量
品
種
の
導
入
等
に

よ
り
作
物
の
多
期
作
化
が
進
む
と
、
農

作
業
は
か
え
っ
て
労
働
使
用
的
に
な
り
、

雇
用
労
働
力
の
利
用
と
農
業
機
械
の
導

入
・
普
及
を
両
立
さ
せ
う
る
。
実
際
、

一
九
九
四
年
、
二
〇
〇
一
年
の
農
林
水

産
業
・
農
村
セ
ン
サ
ス
の
デ
ー
タ
を
用

い
た
分
析
か
ら
、
少
な
く
と
も
稲
の
多

期
作
が
進
展
し
て
い
る
メ
コ
ン
デ
ル
タ

地
域
で
は
大
規
模
農
家
ほ
ど
多
期
作
化

に
よ
り
土
地
利
用
率
を
あ
げ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
農

業
機
械
導
入
に
よ
る
省
力
効
果
が
あ
る

な
か
で
雇
用
吸
収
を
促
す
原
因
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（
参
考
文
献
①
）。

●
工
業
化
と
農
業
の
競
争
力

土
地
利
用
権
の
流
動
化
は
、
土
地
な

し
層
の
創
出
と
土
地
集
積
の
機
会
を
生

み
、
農
業
経
営
規
模
の
拡
大
と
い
う
現

象
を
生
み
出
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
チ

ャ
ン
チ
ャ
イ
と
い
う
市
場
志
向
的
な

大
規
模
農
場
の
存
在
が
あ
る
。
ゆ
え

に
、
こ
う
し
た
農
業
経
営
規
模
の
拡
大

は
、
作
付
作
物
の
多
様
化
、
畜
産
の
奨

励
・
発
展
等
、
近
年
の
農
業
多
角
化
の

動
き
と
と
も
に
、
企
業
家
的
農
民
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
る
競
争
力
の
要
因
と
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
工
業
化
と
の
関
連
か
ら
述
べ

れ
ば
、
こ
う
し
た
大
規
模
農
業
経
営
は

滞
留
す
る
農
村
の
余
剰
労
働
力
の
重
要

な
雇
用
吸
収
先
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

雇
用
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
役
割
が

期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
大

規
模
農
業
経
営
か
ら
み
た
ベ
ト
ナ
ム
農

業
の
現
状
は
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う

に
ベ
ト
ナ
ム
の
工
業
化
と
の
関
連
か
ら

懸
念
さ
れ
る
側
面
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

大
規
模
農
業
経
営
が
農
村
の
余
剰
労
働

力
を
吸
収
す
る
こ
と
は
、
本
来
工
業
化

の
重
要
な
担
い
手
と
な
る
べ
き
労
働
力

の
移
動
機
会
を
奪
い
、
農
村
人
口
の
固

定
性
を
助
長
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

工
業
化
の
進
展
を
促
す
よ
う
な
農
業

部
門
の
発
展
を
ど
う
考
え
る
か
が
、
今

後
ベ
ト
ナ
ム
農
業
を
考
え
る
う
え
で
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
際
、
チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
の
よ
う
な
大

規
模
農
業
経
営
を
営
む
企
業
家
的
農
民

層
は
ど
の
よ
う
な
方
向
に
発
展
し
て
い

く
の
か
、
そ
し
て
工
業
化
の
な
か
で
、

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
の

か
、
引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。

（
た
か
は
し　

る
い
／
東
海
大
学
政
治
経

済
学
部
准
教
授
）
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